
今
回
の
「
氾
濫
」
は
、
神
無
一
族
多
忙
の

為
、
今
年
８
月
に
発
足
し
ま
し
た
詰
四
会
が

担
当
し
ま
す
。

銘
打
っ
て
「
神
無
一
族
も
い
る
詰
四
会
の

氾
濫
」で
す
。メ
ン
バ
ー
は
神
無
一
族
２
人
、

詰
四
会
３+

１
人
、
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
募
４

人
と
な
っ
て
お
り
、
初
め
て
創
っ
た
と
い
う

①

く
る
ぼ
ん

作

ば
か
詰

５
手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

馬

金銀

玉

龍

方
や
指
将
棋
県
代
表
の
方
や
短
コ
ン
担
当
者
、

ネ
ッ
ト
上
で
活
躍
中
の
方
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
陣
容
と
な
り
ま
し
た
。

ル
ー
ル
は
も
っ
と
も
人
気
の
あ
る
短
編
ば

か
詰
の
み
で
、「
氾
濫
」
史
上
最
も
難
易
度
が

低
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
解
答
者
数
の
最
多
記

録
を
と
目
論
ん
で
お
り
ま
す
の
で
皆
様
の
解

答
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

詰
四
会
で
は
、
普
通
詰
将
棋
に
限
ら
ず
フ

ェ
ア
リ
ー
詰
将
棋
も
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
来
月
に
は
第
２
回
会

合
も
開
き
ま
す
、是
非
一
度
御
参
加
下
さ
い
。

②

斉
藤
・
久
保

作

ば
か
詰

５
手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

角飛

銀

なし

角

玉

飛

懸

賞

【
ば
か
詰
】
先
後
協
力
し
て
最
短
手
数
で
、

受
方
の
玉
を
詰
め
る
。
す
か
し
詰
め
不
可
。

▼

締
切
12
月
末
日
。
呈
賞
５
名
。
解
答
は

編
集
部
ま
た
は
左
記
の
ア
ド
レ
ス
へ

E
-m

ail:taku
ji@

dokidoki.n
e.jp

▼

評
価
点
不
要
。
短
評
歓
迎
。
１
題
の
正

解
で
も
呈
賞
の
対
象
で
す
の
で
、
解
け

た
分
だ
け
で
も
解
答
を
送
っ
て
下
さ
い
。

③

た
く
ぼ
ん

作

ば
か
詰

５
手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

飛

角

銀

角

香

桂

玉

銀

第
26
回詰

四
会
の
氾
濫

担
当

た
く
ぼ
ん



④

赤
土
陽
一

作

ば
か
詰

７
手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

飛

なし

金

金

銀

歩

桂

玉

歩

⑦

神
無
太
郎

作

ば
か
詰

11
手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

金

歩

歩

桂

王

角2

金

銀

玉

金

金

香

⑤

小
峰
耕
希

作

ば
か
詰

９
手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

歩

金

香

角

桂

桂

龍

桂

玉桂

馬

⑧

冬
眠
蛙

作

ば
か
詰

11
手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

角

王

桂

桂

銀

金

金3

香

桂

玉桂

歩

銀

馬

歩

⑥

若
林

作

ば
か
詰

11
手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

角

角

なし

と

と

と

と玉と

⑨

小
林
看
空

作

ば
か
詰

11
手

「
プ
レ
ア
デ
ス
Ⅱ
」

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

角

飛

歩

香

王

銀

歩飛

桂

なし

角

金

金

銀

香

玉金

金


